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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 2月 20日 (2007.2.20)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 減 圧 下 で 被 処 理 基 板 に 薄 膜 回 路
を 形 成 す る プ ラ ズ マ 処 理 方 法 に お い て 、
　 前 記 被 処 理 基 板 に プ ラ ズ マ 処 理 を 施 す 以 前 に 、

不 活 性 ガ ス を 主 体 と す る ガ ス 中 で 帯 電 電 荷 除 去 用
プ ラ ズ マ に 前 記 被 処 理 基 板 を 曝 し 、 前 記 被 処 理 基 板 に 帯 電 し た 電 荷 を 取 り 除 く こ と を 特 徴
と す る プ ラ ズ マ 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の プ ラ ズ マ 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 又 は ２ に 記 載 の プ ラ ズ マ 処 理 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 プ ラ ズ マ 処 理 方 法
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 半 導 体 お よ び 薄 膜 デ ィ ス プ レ イ 産 業 に お け る 、 薄 膜 回 路 形 成 方 法 に 利 用 で き
る も の で あ り 、 特 に 絶 縁 性 の 高 い 基 板 で あ る ガ ラ ス や 石 英 、 化 合 物 半 導 体 等 の 上 に ト ラ ン
ジ ス タ ー 素 子 形 成 可 能 な プ ラ ズ マ 処 理 方 関 し 、 プ ラ ズ マ 処 理 前 の 被 処 理 基 板 は 既 に 電
価 が 蓄 積 し た 状 態 に あ り 、 こ の 状 態 の 前 記 被 処 理 基 板 を プ ラ ズ マ 処 理 す る と 、 デ バ イ ス ダ

を 載 置 す る 電 極 に 電 力 を 印 加 す る こ と で 前 記 被 処 理 基 板

前 記 被 処 理 基 板 を 前 記 電 極 か ら 離 し た 状
態 で 、 前 記 被 処 理 基 板 の 表 面 及 び 裏 面 を

上 記 帯 電 電 荷 除 去 用 プ ラ ズ マ は プ ラ ズ マ 処 理 時 の 高 周 波 電 力 の １ ／ ３ 以 下 で あ る

上 記 帯 電 電 荷 除 去 用 プ ラ ズ マ は ０ ． １ ～ １ ． ０ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ で あ る
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メ ー ジ や デ バ イ ス 破 壊 を 発 生 さ せ る 事 に 対 し て 、 効 率 的 に 軽 減 す る こ と の で き る プ ラ ズ マ
処 理 方 関 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み 、 プ ラ ズ マ 処 理 後 に 被 処 理 基 板 を 移 載 す る 際
に 変 化 す る 被 処 理 基 板 上 の 電 荷 量 を 軽 減 す る 事 が 可 能 な プ ラ ズ マ 処 理 方 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 前 記 被 処 理 基 板 に プ ラ ズ マ 処 理 を 施 す 以 前 に 、 不 活 性 ガ ス を 主 体 と す
る ガ ス 中 で 帯 電 電 荷 除 去 用 プ ラ ズ マ に 被 処 理 基 板 を す る こ と に よ り 、 被 処 理 基 板 の 持 つ 初
期 電 荷 を プ ラ ズ マ 処 理 直 前 に 除 去 し て 被 処 理 基 板 の 表 裏 両 面 と 電 極 の 表 面 と を 同 電 位 と し
て 、 プ ラ ズ マ 処 理 後 に 発 生 す る プ ラ ズ マ ダ メ ー ジ を 防 止 で き る プ ラ ズ マ 処 法 を 提 供 す
る こ と が で き る 。
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